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シンポジウム6 

認知症シンポジウム：認知症の人の歯科治療：地域特性に合った連携とは
座長：枝広 あや子（東京都健康長寿医療センター研究所 研究員）、高田 靖（東京都豊島区歯科医師会 副会長）
2022年6月11日(土) 10:50 〜 12:20  第2会場 (りゅーとぴあ　5F　能楽堂)

＊専門医申請者研修

【シンポジウム趣旨】 

認知症施策推進大綱においても歯科における認知症対応力向上を進めている一方で，未だ実際の地域連携が進ん

でいるとはいえません。“認知症の人の歯科治療”を，診療報酬を算定できるプレパレーションに留まるもので

はなく，“歯科医師・歯科衛生士が関わるすべての取り組み”ととらえるならば，“認知症の人の口腔の諸問題

に関する地域での連携”を推進するために私たちには何ができるでしょうか。本シンポジウムにおいては，認知

症の人の生活支援をするために，口腔の健康と食を通じて，クリニックの枠を越えて様々な社会資源と連携しな

がら歯科医師・歯科衛生士ができる取り組みについて，地域特性も踏まえながら，これからの可能性について議

論したいと思います。 

 

【このシンポジウムに参加すると】 

●認知症の人の生活をとりまく地域の医療介護保険福祉の連携のあり方について理解が深まる。 

●認知症の人の生活を支える在宅診療，社会的処方の考え方について理解が深まる。 

●地域特性に応じた，口腔の健康と食を通じた認知症の人の生活支援への歯科の取り組みが 

　理解できる。 

●医療介護関係者の口腔の健康に対する知識関心のゆるやかな醸成につながる。 

 

【枝広 あや子先生 略歴】 

平成15年　北海道大学歯学部卒業 

平成15年　東京都老人医療センター　歯科・口腔外科　臨床研修医 

平成17年　東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座　入局 

平成20年　東京都健康長寿医療センター研究所　協力研究員　 

平成23年　学位取得、博士（歯学）東京歯科大学 

平成24年　東京都豊島区歯科医師会　東京都豊島区口腔保健センター 

　あぜりあ歯科診療所勤務 

　東京都健康長寿医療センター研究所　非常勤研究員 

　東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座　非常勤講師 

平成27年　東京都健康長寿医療センター研究所　研究員 

現在に至る 

 

（所属学会） 

日本老年歯科医学会　認定医　摂食機能療法専門歯科医師 

日本咀嚼学会　健康咀嚼指導士 

日本口腔外科学会 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会　認定士 

日本静脈経腸栄養学会所属　TNT研修終了 

認知症の人の食支援研究会 

日本老年医学会　TNT-Geri修了　高齢者医療研修会修了　高齢者栄養療法認定医 

日本認知症学会 

日本認知症ケア学会 

日本歯科衛生学会 
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日本老年精神医学会 

日本在宅栄養学会 

 

専門は　老年歯科医学、口腔外科学など 

 

（近著） 

「Clininical Nursing Skillsひとりだちできる口腔ケア　現場で役立つ！知っておきたいQ＆A　基本知識，器

具・薬液，症状・状態・疾患別の口腔ケア，在宅のケアと評価・アセスメント」（共著）株式会社学研メディカ

ル秀潤社2021年9月 

「東京都認知症地域支援推進事業　認知症とともに暮らせる社会に向けて地域づくりの手引き2020年度改定

版」．（共著）東京都健康長寿医療センター2021年3月 

「キーワードでわかる臨床栄養　令和板　栄養で治す！基礎から実践まで」（共著）株式会社羊土社2020年4月 

「歯科医院で認知症の患者さんに対応するための本」医歯薬出版2019年8月 

「健康長寿のための口腔保健と栄養をむすぶエビデンスブック」（共著）医歯薬出版2019年8月 

「認知症の人の歯科治療ガイドライン」（共著）医歯薬出版2019年6月 

 

【高田 靖先生 略歴】 

（現職及び役職） 

公社）東京都豊島区歯科医師会　副会長 

公社）東京都歯科医師会　成人保健医療常任委員会　委員長 

　地域保健医療常任委員会　委員長 

豊島区介護保険事業推進協議会　委員 

　介護認定審査会　副会長 

豊島区認知症対策推進会議　委員 

豊島区在宅医療連携推進会議　委員 

 

（経歴） 

平成2年3月　東京医科歯科大学歯学部卒業 

平成2年4月　東京医科歯科大学第3保存科入局 

平成4年3月　東京医科歯科大学第3保存科退局 

平成5年4月　高田歯科医院開設 

平成9年4月〜平成11年3月　社）豊島区歯科医師会・総務理事 

平成15年4月〜平成17年3月　社）豊島区歯科医師会・会計理事 

平成17年4月〜平成22年6月　社）豊島区歯科医師会・専務理事 

平成22年7月〜平成24年6月　公社）東京都豊島区歯科医師会・専務理事 

平成26年6月〜平成30年6月　公社）東京都豊島区歯科医師会・専務理事 

平成30年6月〜　公社）東京都豊島区歯科医師会・副会長
 

 

【東京都大田区】特別養護老人ホーム摂食嚥下指導事業について
○細野 純 (細野歯科クリニック)

【略歴】 

昭和50年3月　日本歯科大学卒業　 

昭和50年4月　虎の門病院専修医 

昭和52年4月　虎の門病院歯科 

昭和55年8月　東京都大田区に開業 

平成6年4月　（社）東京都大田区大森歯科医師会理事 

平成13年4月（社）東京都歯科医師会地域保健医療常任委員会副委員長 
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平成13年4月（社）東京都歯科医師会高齢者保健医療常任委員会委員長 

平成21年4月（公社）東京都歯科医師会地域保健医療常任委員会委員長　 

平成25年7月（公社）日本歯科医師会地域保健委員会委員 

平成27年11月（公社）日本歯科医師会地域保健委員会高齢者保健・介護部門ワーキングメンバー 

平成29年8月　（公社）日本歯科医師会地域保健委員会副委員長　 

令和元年6月〜（公社）日本歯科医師会　理事　 

現在に至る

 
【抄録】 

東京都大田区は、東京23区の南端に位置し、人口約73万人、面積は23区内で最も広く、羽田空港や町工場の集積

する工業地や商業地、有名な高級住宅地などもあり、多様な性格を持った地域が混在している地域特性があ

る。大田区の高齢者人口は、令和3年4月1日現在、約16.6 万人、高齢化率は22.6%であるが、令和7（2025）年

度にかけ、介護ニーズの高まる75 歳以上の後期高齢者の割合が拡大し、令和22（2040）年度には、高齢化率は

26.9%に達し、高齢者の単身世帯の増加などと共に、認知症高齢者の増加が見込まれている。おおた高齢者施策

推進プラン（大田区高齢者福祉計画・第8期大田区介護保険事業計画 令和3年3月）には、自立支援・重度化防止

に資するため【「口から食べる幸せを」をコンセプトに、歯科医師会と連携し、区内の特別養護老人ホームにお

ける利用者の口腔機能を維持改善し、日常生活動作及び生活の質の向上を図り正しい口腔ケアに関する知識の普

及、啓発並びに認識の向上を図ること】が明記されている。多くの認知症高齢者が入所している特別養護老人

ホーム（以下：特養ホーム）における歯科治療や摂食指導事業は、地区歯科医師会としても、認知症高齢者の口

腔機能の維持と食支援につながる重要な事業と認識されている。大田区と地区歯科医師会（公益社団法人大田区

大森歯科医師会・公益社団法人蒲田歯科医師会）との区立特養ホームにおける歯科医療連携の歴史は古く、平成

3年当時、老人福祉法による措置入所であった特養ホーム内に歯科室が設置され、特別養護老人ホーム歯科協力事

業を立ち上げ、歯科医師会協力医よる特養ホーム内での歯科治療が開始された。平成8年からは、昭和大学歯学部

口腔衛生学教室（現、昭和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学部門）の摂食嚥下専門医の指

導、連携の下に摂食指導が開始された。平成12年、介護保険導入後、特養ホームは介護老人福祉施設となり、さ

らに平成27年の区立特養ホームの民営化後も「区内特別養護老人ホーム摂食嚥下指導事業」として、現在、区内

13カ所の特養ホームで実施されている。特養ホームの管理栄養士、看護師、介護職員などと歯科医師会協力医や

歯科衛生士、大学歯学部からの専門医などが協働し、入所者の食事観察（ミールラウンド）による摂食嚥下機能

評価、指導などを月2回程度実施しており、施設の経口維持加算などへの支援も実施している。今後、この事業を

さらに充実させていくためには、地域医療連携を前提に、認知症の人への歯科治療や摂食嚥下指導などにかかわ

る人材育成が必要であり、地域に密着した具体的な多職種連携の勉強会や地区歯科医師会の役割が重要であ

る。本シンポジュームでは、特養ホームにおける認知症高齢者を中心にした摂食指導事業から、認知症にかかわ

る地域医療連携などの議論ができたらと考えている。


